２００２年５月８日

「ビジネス点字検定３級公式テキスト（日本能率協会マネジメンター刊）」

の訂正のお知らせ

日本ビジネス点字検定協会　事務局長　石井　至

　この度は掲題書をご購入・ご愛読頂きまして誠にありがとうございます。本の内容につきまして訂正させて頂きたい箇所がございましたので、お知らせ申し上げます。よろしくご査証のほどお願い申し上げます。

１．
８１頁
⑧を削除　⑨を⑧に変更します。

（ｺﾒﾝﾄ）⑧の「ににんさんきゃく」は、点字では「に」ではなく、数字の２として扱うルールが一般的で、「数符２にん□数符３きゃく」と、２にんと３きゃくは数字を使い、その間をスペース（１マス）を入れる。数字については後半で学ぶので、ここに出す例としては適切でなかったため削除する。

2． ８２頁　の答え　⑧を削除　⑨を⑧に変更します。

（ｺﾒﾝﾄ）同上。

3． ８７頁　⑧「いちごジャム」→「いちご□ジャム」とスペースを入れます。

●－ ●－ －－ －● －● ●－ ●●

　（×）
●－ ●● －● ●－ －● －● －●

－－ ●－ －－ －● －－ －● ●●

●－ ●－ －－ －● －－ －● ●－ ●●

　（○）
●－ ●● －● ●－ －－ －● －● －●

－－ ●－ －－ －● －－ －－ －● ●●

(ｺﾒﾝﾄ)名詞と名詞とが組み合されてできる名詞（複合名詞）では、分離したときに前の部分が３音以上あり、それぞれの名詞が独立して意味が理解できる場合は、そこで区切りスペースを入れるというルールが原則である。「いちご」も「ジャム」もそれぞれで意味が理解できる言葉で、いずれも３音以上であるから、「いちご」と「ジャム」の間にスペースを入れることになる。

4． １００頁　⑨「マウスパッド」→「マウス□パッド」とスペースを入れます。

●－ ●● ●● －－ ●－ －－ －－ －●

　（×）
－● －－ －● －－ －－ ●－ －● ●●

●● －－ －● －● ●● －－ －－ ●－

●－ ●● ●● －－ －－ ●－ －－ －－ －●

　（○）
－● －－ －● －－ －－ －－ ●－ －● ●●

●● －－ －● －－ －● ●● －－ －－ ●－

 (ｺﾒﾝﾄ)２と同じです。

５．
１０６頁１行目

　（×）…記号を前書　→　（○）…記号を前に書

６．　
１１６頁　の点字

－● ●－ －● －● ●－ ●● －－ 

　（×）
－● ●－ ●● ●● －－ ●－ －●

●● －－ －－ －－ －－ ●－ ●●

－－ －● ●－ －－ ●－ ●● －－

　
－－ －● －－ －● －－ －● －－

－－ ●● －－ －－ －● ●－ －－

●－ －● ●－

　
－－ ●－ －－

●－ ●－ －●

－● ●－ －● －● ●－ ●● －－ －－

　（○）
－● ●－ ●● ●● －－ ●－ －● －－

●● －－ －－ －－ －－ ●－ ●● －－

－● ●－ －－ ●－ ●● －－

　
－● －－ －● －－ －● －－

●● －－ －－ －● ●－ －－

●－ －● ●－

　
－－ ●－ －－

●－ ●－ －●

（ｺﾒﾝﾄ）２行目がスペースから始まるのは不自然なので、２行目最初のスペースを１行目に移動させる。本来は改行した場合はスペースを残す必要がないが、改行しないで続ける場合を意識してスペースをわざわざ書いた。

７．
１１９頁の最終行から１２０頁にかけて

●－ ●－ －● ●● －－ ●－ ●－

　（×）
●● －－ ●● －－ －－ ●－ ●●

●● ●－ ●－ －● －－ ●－ －●

●－ －－ ●－ －－ ●● －－ －●

　
－－ －● －● －● －－ －－ －●

－－ －－ －● －－ ●● －－ ●●

●－ －－ －● ●－ ●● －－ －● ●●

　
－－ －－ －● －－ －● －－ －● ●－

－－ ●● ●● －－ －－ ●● ●● －－

●－ ●－ －● ●● －－ ●－ ●－ ●－ －－ ●－ －－ ●● －－

　（○）
●● －－ ●● －－ －－ ●－ ●● －－ －● －● －● －－ －－

●● ●－ ●－ －● －－ ●－ －● －－ －－ －● －－ ●● －－

－●●－ －－ －● ●－ ●● －－ －● ●●

　
－●－－ －－ －● －－ －● －－ －● ●－

●●－－ ●● ●● －－ －－ ●● ●● －－

（ｺﾒﾝﾄ）「にしあざぶ」は一つの言葉なので、途中で改行しない（「にし□あざぶ」としない方が一般的）。改正後の上記１行目の最後のスペースは意図的に残した。数符と数字の間で改行はできないので、数符のところから改行した。

8． 　
１２２頁

－－ ●● －－ －－

　（×）
－● ●● －● －－

－－ ●－ ●● ●－

－－ ●－ －－ －－ －● －－

　
－● －－ －● －● ●－ ●●

－－ ●● ●● －－ －● －－

－－ ●● －－ －－ －－ －－ ●－ －－ －－ －● －－

　（○）
－● ●● －● －－ －－ －● －－ －● －● ●－ ●●

－－ ●－ ●● ●－ －－ －－ ●● ●● －－ －● －－

（ｺﾒﾝﾄ）「電話□番号」は一つの言葉なので、途中で改行しない。

８．
１２８頁　３行目

－－ ●－ ●－ ●● －－ ●－ ●－ －－

　（×）
●● ●－ ●－ －● －● －－ －● ●●

●● －－ －－ ●－ －－ ●● －● ●●

－－ ●－ ●－ －－ ●● －－ ●－ ●－ －－

　（○）
●● ●－ ●－ －－ －● －● －－ －● ●●

●● －－ －－ －－ ●－ －－ ●● －● ●●


（ｺﾒﾝﾄ）語呂合わせでも「いい□つばさ」とスペースを空けるのが一般的。

　その他の誤植などお気づきの点がございましたら、当協会までお知らせ頂けましたら幸いです（ＦＡＸ：０３－５７７５－１３８６）。

　最後になりましたが、訂正作業にご協力頂きました世田谷点訳奉仕グループ「てんとうむし」の皆様に御礼申し上げます。

以上

（２００２年２月１日初版第１刷　対応）

